


-今月の園芸
「彬も」

パラ刺の落葉木、中国産。

葉は議室十形、 4月頃淡紅まだは白色の五弁花を開く。

果 実 は大形球形で美味。

.生活の安定にとりくむ 1-7 

.事務処理が早くな ηます 8- 9 

.ふるさとのはし 10-11 

.みんなの県民相談室一一一 12-13 

.話しあいみんなで築こう明るい家庭 -~ -- 14 

.県政雑踏 15 

.物価と家計簿 ~-----------16- 17 

.スギ間伐材の新しい用途 18 

.くらしの知恵 19 

.トピックスー ----------------------------20

みんなの県政
1974・3・もくじ

.表紙せつめい.

ひな菓子 ・金花糖

表紙の写真は、金花糖とよ

び砂糖をとかして型に入れ

筆で色をつける素朴芯お菓

子。

ひ広人形に白酒、ひし餅、

いり菓子を供えるのはいず

こも同じ古刀、この金花糖

をそなえるのは富山と石川

定けらしい。

山海の産物をミ二チユ戸に

つくってある。

物
価
問
題
の
解
決
は
、
い
ま
や
政
治
の
重
要
課

題
で
す
。
田
中
首
相
は
正
直
者
ガ
パ
カ
を
み
な
い

よ
う
に
社
会
的
公
正
を
確
保
し
、
経
済
社
会
の
混

乱
を
未
然
に
防
正
す
る
だ
め
「
国
民
生
活
安
定
緊
急

措
置
法
L

と
「
生
活
関
連
物
資
等
の
買
い
占
め
及
び

売
り
惜
し
み
に
対
す
る
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
L

の
生
活
二
法
を
機
動
的
に
運
用
、
物
資
の
需
給
調

整
、
価
格
の
適
正
化
、
投
機
的
行
為
の
抑
制
を
は

か
つ
て
い
く
と
い
う
万
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
う
け
県
で
も
い
ち
は
や
く
一
月
一
八
日

に
は
「
県
民
生
活
安
定
緊
急
対
策
本
部
し
を
発
足

さ
せ
、
県
政
当
面
の
最
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

生
活
二
法
に
も
と
づ
く
知
事
へ
の
権
限
の
委
任

に
と
も
な
い
、
価
格
の
監
視
、
立
入
模
査
の
実
施

な
ど
具
体
的
な
県
民
生
活
の
安
定
ヘ
力
を
注
ぐ
中

で
、
中
田
知
事
は
、

H

実
の
あ
る
物
価
対
策
を
す
す

め
る
生
活
安
定
行
政
の
使
命
と
役
割
の
大
き
さ
を

深
く
認
識
し
、
不
退
転
の
決
意
で
望
む
H

と
強
く

表
明
し
て
い
ま
す
。

県
の
一
連
の
物
価
対
策
の
う
ご
き
を
追
っ
て
み

ま
し
た
。
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.生活の安定にとりくむ..生活の安定にとりくむ.

県
は
、
一
月
十
八
日
か
ら
中
田
知
事
を
本

部
長
と
す
る
「
県
民
生
活
安
定
緊
急
対
策
本

部
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

最
近
の
急
激
な
物
価
上
昇
や
生
活
必
需
物

資
の
需
要
と
供
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、

異
常
な
経
済
事
態
に
立
ち
む
か
う
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

い
ま
ま
で
の
物
価
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
と
県
石
油
等
対
策
本
部
が
一
元
化
さ
れ
、

「
国
民
生
活
安
定
緊
急
措
置
法
」
「
生
活
関
連

出 動 前の物価 Gメン

企
画
調
整
班
と

章
一
円
担
目
下
町

μ

E
叩

1
4司
Z
t'

企
画
調
整
班
は
安
定
本
部
の
総
括
的
な
役

割
を
は
た
し
、
本
部
各
班
と
の
連
絡
調
整
、

会
議
の
招
集
、
あ
る
い
は
公
共
機
関
と
の
連

絡
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
幅
の
広
い
企
画
と

今
後
の
対
策
を
た
て
て
い
き
ま
す
。

情
報
班
は
生
活
の
安
定
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
の
情
報
の
収
集
と
そ
れ
を
提
供
す
る
役
目

を
果
た
し
ま
す
。

県
下
の
行
政
機
関
、
安
定
本
部
の
各
物
資

班
、
民
間
協
力
庖
か
ら
の
生
活
関
連
物
資
の

価
格
と
需
給
の
動
向
な
ど
、
あ
る
い
は
県
民

の
方
か
ら
の
情
報
を
多
面
的
に
と
ら
え
、
そ

れ
ら
を
体
系
的
に
あ
つ
め
、
分
析
し
、
企
画
調

整
班
と
協
力
し
な
が
ら
、
今
後
の
物
価
対
策

の
資
料
と
し
ま
す
。

ま
た
、
収
集
し
た
情
報
の
中
か
ら
消
費
者

に
と
っ
て
必
要
な
も
の
を
情
報
伝
達
の
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
通
じ
て
流
し
て
い
ま
す
。

手
段
と
し
て
は
、
各
報
道
機
関
へ
の
情
報

提
供
を
主
に
、
県
の
広
報
媒
体
(
テ
レ
ビ
、

新
聞
、
月
刊
誌
)
の
利
用
、
消
費
者
ダ
イ
ヤ

ル
に
よ
る
毎
日
の
案
内
な
ど
に
よ
り
、
適
確

で
迅
速
な
提
供
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
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対策本部の設置

物
資
等
の
買
い
占
め
及
び
売
り
惜
し
み
に

対
す
る
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
」
の
県
で

の
業
務
を
は
じ
め
県
に
お
け
る
物
価
行
政
の

総
元
締
め
と
し
て
、
県
民
生
活
の
安
定
に
全

力
を
あ
げ
て
と
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
民
生
活
安
定
緊
急
対
策
本
部
の
事
務
局

は
、
企
画
調
整
班
、
情
報
班
、
商
工
物
資
班
、

農
林
水
産
物
資
班
の
四
班
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。

情 報班から出された生活 安定情報
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トイレットペーパーに標準価格

こ
の
本
部
で
は
、

付
物
資
の
需
給
改
善

口
物
資
の
あ
っ
旋
相
談

臼
標
準
価
格
制
の
監
視
な
ど
を
釘
午
フ

ほ
か
、
と
く
に
生
活
安
定
に
関
す
る
情
報
の

収
集
と
消
費
者
へ
の
情
報
提
供
や
生
産
行
政

と
流
通
行
政
、
物
資
の
輸
送
な
ど
の
各
行
政

聞
の
連
け
い
、
調
査
な
ど
を
行
な
い
、
生
活

安
定
対
策
の
各
部
門
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
是

正
に
力
点
を
お
い
て
い
ま
す
。

2月1日から、ちり紙、トイレットペーパーにも標準価格が

決められでいます。

灯油、プロパンガスは1月から標準価格がきまっています。

」
の
お
底
、
ち
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ん
と

表
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あ
る
わ
ね
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.生活の安定にとりくむ.

商
工
物
資
班

山積された物 資

こ
の
班
は
総
勢
四
七
名
、
七
班
に
わ
け
全

県
下
の
小
売
店
を
対
象
に
い
わ
ゆ
る
生
活
安

定
法
の
指
定
品
目
1

灯
油
、

L
P
ガ
ス
、
ト

イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
ち
り
紙
!
の
標
準
価

格
の
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
標
準
価
格

以
上
で
売
ら
れ
て
い
な
い
か
、
き
ら
に
価
格

行
政
機
関
の

総
力
結
集

県
と
国
の
地
方
行
政
機
関
が
協
力
し
て
、

よ
り
幅
の
広
い
物
価
対
策
を
と
「
富
山
県
物

価
{
五
疋
緊
急
対
策
協
議
会
」
が
二
月
一
日
か

ら
発
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
は
県
と
行
政
監
察
局
、
北
陸

財
務
局
、
税
務
署
、
税
関
、
食
糧
事
務
所
、

.生活の安定にとりくむ.

の
表
示
が
わ
か
り
や
す
く
行
な
わ
れ
て
い
る

か
に
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
買
い
占
め
売
品
円
し
み
防
止
法
に

も
と
づ
き
生
活
関
連
物
資
|
洗
剤
な
ど
!
の

買
い
占
め
売
り
惜
し
み
が
行
な
わ
れ
て
い
な

い
か
な
ど
の
調
査
や
立
入
検
査
を
実
殉
そ
れ

ら
に
基
づ
き
指
導
勧
告
を
行
な
う
ほ
か
、
卸

売
庖
段
階
に
ま
で
調
査
を
拡
大
、
適
正
な
流

通
価
格
の
指
導
と
需
給
の
調
整
に
つ
と
め
て

い
ま
す
。

• r 

通
産
局
、
検
察
庁
、
専
売
公
社
、
国
鉄
な
ど

国
や
公
社
の
機
関
で
構
成
さ
れ
、
行
政
機
構

が
総
力
を
あ
げ
て
物
価
問
題
に
取
り
・
組
も
、
っ

と
い
う
も
の
で
す
。

生
活
二
法
に
よ
る
対
地
平
l
立
入
検
査
や
違

反
の
適
発
、
情
報
の
収
集
と
交
換
、
生
活
関

連
物
資
等
の
供
給
確
保
、
物
資
の
価
格
と
需

給
動
向
調
査
の
ほ
か
、
物
価
対
策
の
う
え
で

必
要
な
こ
と
を
行
な
い
ま
す
。

市
町
村
に
も

安
定
対
策
本
部

市町村にも設置を要請

県
生
活
安
定
緊
急
対
策
本
部
は
、
県
下
市
町

村
の
商
工
担
当
課
長
を
招
き
、
市
町
村
に
生

活
安
定
本
部
の
よ
う
な
組
織
と
窓
口
を
設
け

る
よ
、
つ
要
請
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
県
の
対
策
本
部
の
組
織
、
業

務
内
容
の
ほ
か
、
生
活
二
法
の
概
要
と
法
律

に
伴
、
つ
知
事
の
権
限
委
譲
な
ど
を
説
明
し
た

あ
と
、
石
油
、

L
P
ガ
ス
な
ど
の
ほ
か
、
買

い
占
め
売
り
惜
し
み
防
止
法
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
二
品
目
に
つ
い
て
情
報
の
収
集
と

提
供
を
住
民
と
直
結
す
る
市
町
村
の
協
力
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
が
多
い
と
こ
ろ
か

ら
招
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
結
果
九
市
一
三
町
二
村
が
早
々
に
生

活
安
定
対
策
本
部
を
発
足
さ
せ
、
残
り
の
町

4 

農
林
水
産
物
資
班

石油販売l吉 で 調 査 す る 商 工 物 資 班

こ
の
班
は
三
九
名
、
い
わ
ゆ
る
買
い
占
め

防
止
法
に
よ
る
農
林
関
係
指
定
物
資
、
大
豆
、

大
豆
油
、
大
豆
油
カ
ス
、
丸
太
、
製
材
、
合

板
、
生
糸
、
し
よ
う
ゆ
、
精
製
糖
九
品
目
に

つ
い
て
価
格
動
向
、
出
回
り
状
況
の
調
査
を

中
心
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
販
売
屈
が
同
時
に
販
売
し
て
い

る
小
麦
粉
、
調
味
料
な
ど
も
対
象
に
調
査
を

実
施
。
さ
ら
に
商
工
物
資
班
と
連
携
の
も
と

に
、
同
一
庖
舗
の
合
同
調
査
、
あ
る
い
は
却

売
業
者
を
対
象
に
し
た
実
態
調
査
な
ど
も
行

な
い
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
販
売
価
格
の
値
下

げ
指
導
、
物
資
の
流
通
改
善
な
ど
指
導
勧
告

に
努
め
て
い
ま
す
。

調査品物はl苫頭で手にとって

a

村
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
が
設
置
す
る
み
と

お
し
で
、
地
域
に
密
着
し
た
対
策
が
た
て
ら

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

民
間
協
力
庖
の

設
置

生
活
必
需
物
資
の
消
費
動
向
、
価
格
の
動

向
を
す
み
や
か
に
把
握
し
て
、
県
の
物
価
行

政
に
反
映
す
る
た
め
、
県
の
各
地
域
に
情
報

収
集
協
力
屈
を
一
五
庖
設
け
て
一
週
間
ご
と
に

報
告
を
、
つ
け
て
い
ま
す
。

こ
の
情
報
を
整
理
し
て
生
活
安
定
対
策
行

政
の
一
助
と
す
る
ほ
か
、
一
般
の
人
に
「
消

費
者
ダ
イ
ヤ
ル
」
な
ど
を
通
じ
て
P
R
し
て

い
ま
す
。

消
費
動
向
、
価
格
動
向
の
調
査
対
象
と
し

て
は
、
そ
の
時
々
の
必
要
に
応
じ
、
増
減
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
二
月
末
日
現
在

報
告
を
、
つ
け
る
品
目
は
次
の
も
の
で
す
。

し
よ
う
ゆ
、
食
用
油
、
み
そ
、
小
麦
粉
、

ラ
ー
メ
ン
、
砂
糖
、
合
成
洗
剤
、
台
所
用
洗

剤
、
浴
用
石
け
ん
、
化
学
調
味
料
、
ポ
リ
バ

ケ
ツ
、
ナ
プ
キ
ン
、
ガ
ー
ゼ
、
ノ
ー
ト
ブ

ッ

ク
、
練
り
歯
み
が
き
の
一
五
品
目
で
す
。
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.生活の安定にとりくむ..生活の安定にとりくむ.
表 1

家庭用灯油(小口業務用を含む)

380円

円

円

円

正味底頭売

正味庖頭売

配達料

正味庖頭売

配達料

標準価格

18.eかん

販売価格

18.eかん

200.eかん

一
、
標
準
価
格
制
度

県
民
生
活
安
定
緊
急
対
策
本
部
の
活
動
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
い
わ
ゆ
る
生
活
二
法
の

概
要
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
の
十
二
月
に
「
国
民
生
活
安
定
緊
急

措
置
法
」
と
い
う
法
律
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
リ
、
国
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
物
資
が
、
異
常
に
高
騰
し
た
り
、

ま
た
は
高
騰
の
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
に
、
国

民
生
活
を
守
る
た
め
に
、
法
律
に
よ
っ
て
価

円

表
一
の
よ
う
に
標
準
価
格
と
販
売
価
格

(
実
際
に
販
売
す
る
価
格
)を
対
比
さ
せ
て
、

消
費
者
の
見
や
す
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
標
準
価
格
と
販
売
価
格
の
関
係
を

少
し
説
明
し
ま
す
と
、
お
屈
の
販
売
価
格
は

必
ず
し
も
標
準
価
格
で
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
な
く
、
標
準
価
格
以
下
の
お
値

段
で
売
っ
て
一
向
に
差
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ

ん
。
標
準
価
格
以
下
で
売
ら
れ
る
ほ
う
が
、

ま
た
標
準
価
格
に
指
定
さ
れ
た
物
資
券
売

る
す
べ
て
の
庖
は
、
た
と
え
ば
、
灯
油
の
場

合
を
例
に
あ
げ
る
と

格
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
法
律
で
定
め
ら
れ
た
価
格
の
こ
と
を

「
標
準
価
格
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
標
準
価
格
が
定
め
ら
れ
て

い
る
の
・
は
、
次
の
よ
う
に
灯
油
、

L
P
ガ
ス

(
以
上
一
月
十
八
日
か
ら
実
地
)
ち
り
紙
、
ト

イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
(
以
上
二
月
一
日
か
ら

実
施
。)
の
四
品
目
で
す
。

一
、
灯
油
十
八
日

正
味
庖
頭
売

三
八

O
円

一、

L
P
ガ
ス

十
完

(配
達
取
付
費
用
込
み

一
、
ち
り
紙

一、三

O
O円

白
ち
り
紙
八

O
O枚

む
し
ろ
望
ま
し
い
と
い
う
の
が
、
標
準
価
格

と
販
売
価
格
の
関
係
で
す
。

標
準
価
格
を
表
示
し
て
い
な
か
う
た
り
、

標
準
価
格
を
超
え
る
値
段
で
売
る
庖
が
あ
り

ま
し
た
ら
、

県
民
生
活
安
定
緊
急
対
策
本
部

(電
話
富
山
@
四
一
一
一
内
線
四
八
五
)へ

お

知
ら
せ
下
き
い
。
県
で
は
た
だ
ち
に
必
要
な

手
当
を
い
た
し
ま
す
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
、
標
準
価
格
の
制
度
が
、
物
価
の
高
騰
を

し
ず
め
る
力
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

まお必
殺手イ歯格

念らが入、ム

成1通ZL
， ~ ょ t 350.

% 2JJi' 'i4l00 
配達;tt

九九

‘" 師ごb、t3

iztイ詳.!

ふ50
写之00.

;県?勾
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消費者の協力も必要

(
一
組
)

一
、
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

五
五
灯
四
個
二
二

O
円

二
三
五
円

古
紙
も
の

六
五
山
四
個
二
四
O
円

パ
ル
プ
も
の
ち

μ
四
個
二
四
O
円

標
準
価
格
が
設
定
さ
れ
ま
す
と
、
小
売
庖

で
は
、
標
準
価
格
以
下
の
値
段
で
売
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
万
一
、
標
準
価
格
を
こ

え
ま
す
と
、
県
で
は
値
段
を
下
げ
る
よ
う
指

示
し
ま
す
が
、
な
お
指
示
に
従
わ
な
い
場
合

に
は
そ
の
屈
を
立
ち
入
り
調
査
し
た
り
屈
の

名
を
公
表
し
た
り
し
て
効
果
を
上
げ
る
よ
、
つ

/1 

に
し
ま
す
。

惜ニ
しd

ZE 
聖あ
前町 、
り売

は η出された標準価格

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
物
資

を
買
い
占
め
や
売
り
惜
し
み
で
多
量
に
か
か

え
こ
ん
で
い
る
人
た
ち
に
、
そ
の
よ
う
な
行

為
を
一
切
禁
じ
る
た
め
、
さ
き
に
国
会
で
「

「
生
活
関
連
物
資
等
の
買
い
占
め
及
び
売

り
惜
し
み
に
対
す
る
緊
急
措
置
に
関
す
る
法

律
」
い
わ
ゆ
る
買
い
占
め
防
止
法
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
き
め
て
い
る
生
活

に
欠
か
せ
な
い
物
資
と
は
、
大
豆
、
ち
り
紙

な
ど
二
七
品
目
で
す
。
二
七
品
目
名
は
、
大

豆
、
大
豆
油
、
大
豆
油
か
す
、
丸
太
、
製
材
、

合
板
、
印
刷
用
紙
、
ち
り
紙
、
ト
イ
レ

ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
、
京
花
紙
、
テ
ィ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
、

綿
糸
、
綿
織
物
、
医
療
用
ガ

l
ゼ
、
羊
毛
、

そ
毛
糸
、
毛
織
物
、
生
糸
、
絹
織
物
、
揮
発

油
、
灯
油
、
軽
油
、
重
油
、
液
化
石
油
ガ
ス
、

合
成
洗
剤
、
精
製
糖
、
し
よ
う
ゆ
。

県
で
は
、
違
反
者
に
対
す
る
立
ち
入
り
検

査
を
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
二
月
一
日
か

ら
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
近

所
で
、
こ
れ
ら
の
品
物
の
買
い
占
め
、
売
り

惜
し
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
積
極
的
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
は
、
県
庁
、
県
民
生

活
安
定
緊
急
対
策
本
部
(
電
話
は
富
山
三一

局
四
一
一
一
内
線
四
八
五
)
。
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県
民
の
み
な
さ
ん
が
、
県
に
対
し
て
、
許
可
、
認

可
、
免
許
な
ど
を
申
請
さ
れ
た
場
ム
円
こ
れ
に
つ
い

て
県
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
の
処
理
期
間

に
つ
い
て
定
め
た
規
定
(「
許
認
可
等
事
務
の
標
準
処

理
日
数
に
関
す
る
規
程
」
と
い
い
ま
す
。)
が
今
年
の

一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

事
甲務

こ
の
規
程
の
目
的
は
、
ま
ず
第
一
に
、
県
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
申
請
に
も
と
、つ
い
て
、
必
要
な
事
務

処
理
を
行
な
う
県
の
職
員
に
、
そ
の
事
務
処
理
の
標
準

日
数
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
務
処
理
の
迅
速
化

と
適
正
化
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

迅
速
化
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
事
務
処
理
に

要
す
る
期
間
を
で
き
る
だ
け
短
く
し
て
、
許
可
や
認

可
を
申
請
さ
れ
た
人
の
便
宜
を
は
か
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。

で
は
、
適
正
化
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

行
政
機
関
が
各
種
の
申
請
を
許
可
あ
る
い
は
認
可

す
る
と
、
大
な
り
小
な
り
ま
わ
り
の
人
々
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
許
可
や
認
可
に
つ
い
て
は
十
分
な
チ

ェ
ッ
ク
を
、
と
い
う
要
請
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
規
程
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
許
可
や
認

可
を
担
当
す
る
機
関
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行
な
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
許
可
や
認
可
の
申
請
一
件
に
つ
い
て
迅

速
化
と
適
正
化
と
い
う
相
反
す
る
要
請
を
満
た
し
な

が
ら
事
務
処
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
期
間
を
把
握

し
て
、
標
準
処
理
日
数
を
定
め
る
基
準
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
今
後
、

許
可
や
認
可
、
免
許
な
ど
の
申
請
を
さ
れ
る
時
に
、

こ
の
規
程
を
見
て
い
た
だ
け
ば
、
何
日
位
で
回
答
が

出
る
か
お
お
よ
そ
の
目
安
を
つ
け
る
こ
と
が
で
主
￥
三
九

規
程
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
申
請
件
数
の
多
い
許
認
可
事
項
に
つ

い
て
の

一
覧
表
を
例
示
し
て
み
ま
し
た
。
ご
覧
下
さ

い
。
主
管
課
名
と
い
う
欄
は
、
そ
の
許
認
可
事
務
を

担
当
す
る
県
庁
の
課
を
示
し
ま
す
。

B 

次
に
い
ろ
い
ろ
の
許
可
や
認
可
の
名
称
と
そ
の
根

拠
と
な
る
法
令
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
理
機
関
と
い
う
の
は
、
そ
の
許
可
や
認
可
に
つ

い
て
の
申
請
を
受
付
け
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
処
理
機

関
と
い
う
の
は
、
そ
の
申
請
に
つ
い
て
最
終
的
な
決

定
を
行
な
う
と
こ
ろ
で
す
。

標
準
処
理
日
数
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
許
可
や
認
可

の
申
請
に
対
す
る
県
の
決
定
を
、

こ
の
日
数
の
う
ち

で
、
で
き
る
だ
け
速
く
、
か
つ
適
正
に
行
な
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
る
日
数
で
す
。

こ
の
規
定
に
お
け
る
日
数
の
か
ぞ
え
方
は
、
申
請

を
受
理
機
関
が
受
付
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

申
請
に
対
す
る
決
定
を
申
請
者
に
通
知
す
る
日
ま
で

と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
規
程
に
は
、
県
民
の
生
活
に
直
接
関

係
の
な
い
許
可
や
認
可
、
あ
る
い
は
申
請
件
数
が
ご

く
少
な
い
も
の
、
特
殊
な
許
可
や
認
可
で
一
般
的
に

何
日
と
処
理
日
数
を
き
め
に
く
い
も
の
な
ど
は
除
い

て
あ
り
ま
す
。

こ
の
規
程
に
つ
い
て
も
っ
と
く
わ
し
く
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
、
県
の
総
務
部
電
子
計
算
課

(富
山

三

一
l
四

一
一一

)
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
実
際
に
許
可
や
認
可
や
免
許
な
ど
の
申
請

を
さ
れ
て
か
ら
、
い
つ
ご
ろ
通
知
が
あ
る
か
を
知
り

た
い
と
き
は
、
申
請
を
受
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
の
担

当
職
員
に
お
た
ず
ね
下
き
い
。

事 務 名 根拠法令 受理機関 処理機関 標準処理日数

狩猟の免許 鳥第獣3保条護及び狩猟に関する法律 自然保護室 自然保護室 5 

狩猟の免許 同法第 3条 農地林務事務所 農地林務事務所 15 

鳥獣の飼養許可 同法第13条 " " 5 

登山届済書の交付 富山県登山届出条例第 5条第 1項 自然保護室 自然保護室 10 

公益法人の設立許可 民法第34条 総務課 総務課 30 

不動産取得税の還付 富山県税条例第85条第 7項 県税事務所 県税事務所 30 

自動車取得税の還付 同条例第173条の10 " " 30 

戦傷病者療養給付の認定 戦傷病者特別援護法第10条 社会福祉課 社会福祉課 5 

児童福祉施設の設置認可 児童福祉課第35条 婦人児童課 婦人児童課 30 

児当童額扶の養認定手及当受び‘証給書資格の者交{寸手 児童扶養手当法第 6条 " " 30 

特手別当額児童の扶認養定手及び当証受給書資の格交者付 特別児童扶養手当法第 6条 " " 30 

へ き地保育所の指定 へき地保育所設置要綱 " " 30 

身体障害児童の補装具の交付 児童福祉法第21条の6 社会福祉事務所 " 30 

保母資格証明書の交付 児童福祉法施行令第13条第 1項 婦人児童課 " 10 

病院、 診療所の開設許可 医療法第 7条 保健所 医務課 15 

救急病院等の認定 救急病院等を定める省令 " " 30 

准看護婦の免許 保健婦、助産婦、 看護婦法第 8条 " " 30 

医療機関の指定 結核予防法第36条 " 公衆衛生課 15 

小決定児慢性疾忠治療研究費支給 ぜ児童んのそ慢く性の治腎療炎研、究ネ事フ業ロ実ー施ゼ要及領び " " 10 

養育医療給付 母子保健法第20条 " 保健所 5 

出泉利用許可 温泉法第12条 " 環境衛生課 20 

食品営業の許可 食品衛生法第'21条 " 保健所 15 

食品営業の許可 同法第21条 " 環境衛生課 20 

通訳案内業の免許 通訳案内業法第 3条 観光物産課 観光物産課 20 

民地の転用の許可 農地法第 4条 農政課 農政課 30 

漁船の登録 漁船法第 9条 水産課 水産課 5 

内水面漁業許可 富 山県内水面漁業調整規則第 6条 " " 10 

一般建設業の許可 建設業法第 3条 土木事務所 管理課 30 

道路の占用許可 道路法第32条 " 土木事務所 15 

土石等の採取の許可 河川法第25条 " " 15 

都け市る建計築画施許可設等の区域内にお 都市計画法第53条 都市計画課 都市計画課 10 

屋外広告物の許可 富山県屋外広告物条例第 5条 土木事務所 土木事務所 5 

二級建築士の免許 建築士法第 5条 建築住宅課 建築住宅課 10 

開発許可 都市計画法第29条、第43条 土木事務所 " 60 

土業施地行改認良可区の新規土地改良事 土地改良法第48条第 7項 農地林務事務所 耕地課 60 

木材業者の登録 木材業者登録条例第 3条 " 農地林務事務所 5 

規程表からの抜すい

巴





うけたまわります
〒930富 山市新総 油輸 |ー7

ft(0764) 31-4111 

〒933高岡市本丸町 12-25

宮 (0766)22-5101 

干937魚津市新宿 10-7

ft(0765) 24-5311 

〒939ー 13砺波市幸町 1-7

ft(07633) 2-5151 

富 山 県 県 民課

高岡地方県民相談室
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み
な
さ
ん
と
県
政
を
結
ぶ
「
相
談
室
」
は
、

い
つ
で
も
県
政
に
対
す
る
要
望
や
、
ご
意
見
、

ご
相
談
を
、
つ
け
た
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
は
、
県
の
担
当
専
門
職

員
が
一
緒
に
解
決
の
方
法
を
見
い
出
し
ま
す
。

さ
ら
に
建
設
的
な
ご
意
見
な
ど
は
、
県
政
の

施
策
に
と
り
い
れ
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
相

高岡地方県民相談室

室

室

談

談

相

相
民

民

県

県

方

方
地

地

掌

皮

色
…

砺

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
す
る
人

に
「
児
童
手
当
」
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
家
庭
生
活
の
安
定
と
次
代
の
社
会
を
担

う
児
童
の
健
全
育
成
と
資
質
の
向
上
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
七
年
一
月

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
手
当
は
、
満
一
八
歳
未
満
の
児
童
を
三

人
以
上
養
育
し
、
そ
の
三
人
目
以
降
の
児
童
が

一
定
の
年
齢
以
下
の
場
合
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
三
人
目
以
降
の
児
童
の
年

齢
が
一

O
歳
未
満
(
昭
和
三
十
八
年
四
月
二

日
以
後
に
生
れ
た
児
童
)
ま
で
が
対
象
と
な

っ
て

い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
四
月
か
ら
次
の
要
件
に
あ

て
は
ま
っ
て
い
る
と
き
に
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

村
一
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養
育

し
て
お
り
、
一
二
人
目
以
降
が
義
務
教
育
終
了

前
(
昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ

た
児
童
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学
校

の
中
学
部
に
在
学
す
る
児
童
や
就
学
義
務
を

中

工
業
言式
事会
場

置官官
至 l、

~ "品

国
道

8
号
線

砺波地方県民相談室

談
室
は
す
み
よ
い
富
山
県
に
す
る
た
め
の
重

要
な
パ
イ
プ
で
す
。

こ
の
「
県
民
相
談
室
L

は
、
県
庁
、
県
民

課
の
窓
口
の
ほ
か
、
高
岡
地
方
県
民
相
談
室
、

砺
波
地
方
県
民
相
談
室
、
魚
津
地
方
県
民
相

談
室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
場
所
は
次
の

と
お
り
、
県
の
総
合
庁
舎
の
中
に
あ
り
ま
す
。

お
・.._ーーー且ー ・圃・・・・・・・・

ちふ
主

こ
ど
も
を
一

-
児
童
手
当
の
支
給
範
囲
の
弧
大
.

。
白

O
白

満

O
白

防

O
臼

でま

4
で

才

一
ま

o
-
+ず

さ

-

R
d

4
M

一1
1

究
ヰ

一

カ

凶

一
降

目
一

比

k
-
目

三

一
人

は

l
一一一

で

ら

ま

カ

ま
品

同
月au喝年n

ヨ
A
U『

フ歳

3月まで 7歳の児童 1人分

月 3，000円

4月から 12歳と 7歳の児叢 2人分

月3，000円X2 =6，000円

.新しく支給される場合

16歳 14歳 12歳
4月から 12歳の児蛍 1人分

月 3，000円

.増額される場合

17歳 14歳 12歳

-1
司
豆
、
コ
-
し
W
5
2
d
z
hJ

E

信

mEr'a弓
=
-
副
』

県
民
電
話
は
、
相
談
専
用
の
電
話
で
す
。

お
つ
と
め
が
終
っ
て
か
ら
、
あ
る
い
は
夜
半

で
も
官
甲
山
出
1
3
1
3
1
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
質
問
を
テ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
に
録
音
し
て
、
翌
日
、
ご
返
事
会
呈
」
し

あ
げ
る
も
の
で
す
。

-T、.
ー

魚津地方県民相談室

免
除
あ
る
い
は
猶
予
さ
れ
て
い
る
児
童
に
つ

い
て
は
、
一
八
歳
未
満
で
あ
れ
ば
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
に
含
ま
れ
ま
す
。

口
養
育
し
て
い
る
人
の
収
入
が
二
疋
の
額
、

例
え
ば
扶
養
親
族
五
人
の
場
合
、
二
六
八
万

円

(
こ
の
額
は
昭
和
四
十
九
年
六
月
か
ら
引

き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
)
に
満
た
な
い
こ
と
。

ま
た
、
各
種
の
福
祉
年
金
、
児
童
扶
養
手

当
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
で
も
支
給
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
三
人
目
以
降
の
児
童
手
当
の

支
給
を
受
け
て
い
る
人
で
も
、
こ
と
し
の
四

月
か
ら
支
給
の
額
が
増
え
た
り
、
新
し
く
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

支
給
範
囲
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
県
下
で
約

一
、二

O
O名
の
方
が
新
し
く
児
童
手
当
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
た
に
該
当
す
る
方
や
現
在
の
額
よ
り
増

え
る
方
は
、
住
所
地
の
市
町
村
役
場
で
児
童

手
当
の
請
求
手
続
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
手

続
は
三
月
末
ま
で
に
し
て
い
た
だ
か
な
い
と

四
月
分
か
ら
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

13 



話しあい
みんなで築こう
明るい家庭

12カ、月「家庭の日」
一一ーテーマを もって一一一

4月 ・新しい年を迎え、一年の
き十砲をだてよう

2月・みんなに迷惑をかけないよう
島もlωも健康にしよう

3月・進学、卒業、就職を
祝福しよう

4月・成長を祝い¥希望と勇気を
もって進もう

5月・みんなで美しい花を
咲かせよう

6月 ・家をきれいに¥
明るい町をつくろう

ア月・太陽の下で、からたさを
きだえよう

8月 ・祖先の労苦をしのび
郷土の歴史に自をむけよう

9月 ・おとしよりをうやまい
家族のJωを結び合お:う

10月 ・みんなでスポーツを楽しみ
よい本に親しもう

竹月・働く人に感謝し¥自分でできる
仕事や奉仕につとめよう

オ2月 ・一年をかえりみ、しあわせな
家庭を喜ぼう

• 

置
県
九
十
周
年
を
迎
え
て

藩
か

県

へ

忠
次
郎
の
処
刑
と
義
人
の
碑

忠
次
郎
が
騒
動
の
旗
を
立
て
て
か
ら
一

年
目
の
翌
年
十
月
、
初
め
て
白
洲
(
法
廷
)

に
引
き
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
数
回
に
わ
た

っ
て
尋
問
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、
騒
動
を

起
こ
し
て
か
ら
丁
度
一
年
自
の
明
治
三
年

十
月
二
十
七
日
、
つ
い
に
斬
罪
に
処
せ
ら

れ
た
。
副
首
領
格
の
浅
生
村
の
伊
七
郎
は

準
流
十
年
の
と
こ
ろ
、
病
気
故
を
も
っ
て

賠
金
(
罰
金
)
十
両
を
も
っ
て
許
さ
れ
、
塚

越
村
の
宗
十
郎
は
、
徴
役
十
年
の
と
こ
ろ

改
心
の
兆
あ
り
と
し
て
七
年
に
減
刑
さ
れ
、

同
村
の
与
三
兵
ヱ
は
免
罪
と
な
っ
た
。

ま
た
忠
次
郎
決
起
に
尽
力
し
た
竹
内
村

の
仁
右
エ
門
(
堀
)
は
、
当
時
奉
行
留
と
な

っ
て
い
た
が
、
忠
次
郎
処
刑
の
日
を
も
っ

て
自
由
の
身
と
な
っ
た
。
な
お
、
仁
右
ヱ

門
は
明
治
四
十
一
年
十
月
十
八
日
死
亡
し

た
が
、
九
十
二
オ
の
天
命
が
あ
っ
た
。

ま
た
忠
次
郎
の
碑
は
さ
き
に
、
塚
越
村

の
路
傍
に
き
び
し
く
土
に
埋
れ
て
い
た
が
、

昭
和
五
年
二
九
三

O
年
)
、
有
志
の
人
々

に
よ
っ
て
同
地
八
幡
神
社
の
境
内
に
往
年

の
義
侠
を
偲
び
「
義
人
の
碑
」
と
し
て
、

立
派
に
建
立
さ
れ
た
。
(
お
わ
り
)

。

い
わ
ゆ
る
時
代
は
江
戸
期
二
百
六
十
余

年
の
夢
も
破
れ
て
、
封
建
藩
主
も
明
治
二

年
六
月
十
七
日
版
籍
奉
還
と
な

っ
た
。
藩

子
ど
も
を
立
派
に
育
て
る
に
は
、
そ
の
家
庭
が
明

る
く
、
健
康
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
と
こ
ろ
が

多
く
の
家
庭
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
家
族
そ
ろ
っ

て
話
し
合
う
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
毎
月
一
回
「
家
庭
の
日
」
を
定
め
、
こ
の
日

を
家
庭
だ
ん
ら
ん
の
日
と
し
て
、
み
ん
な
で
話
し
あ

い
、
み
ん
な
で
楽
し
み
、
家
族
全
員
が
し
あ
わ
せ
に

暮
し
て
い
け
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
す
。

市?
第
三
日
曜
日
に

「
家
庭
の
日
」
は
、
全
県
的
に
昭
和
四
十
一
年
四
月

か
ら
毎
月
第
三
日
曜
日
と
し
て
い
ま
す
。

一
日
を
、
家
族
み
ん
な
で
す
ご
す
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
夕
食
か
ら
を
「
家
庭
の
日
」
の
時
間
と
し
た

り
、
ま
た
、
第
三
日
曜
日
が
都
合
が
わ
る
け
れ
ば
、

別
の
日
を
設
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

φ
す
す
め
方

「
家
庭
の

H
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
取
り
あ

げ
て
み
た
い
も
の
で
す
。

し
か
し
「
家
庭
の
日
」
の
行
事
は
大
げ
さ
に
し
た

り
、
お
金
を
か
け
す
ぎ
る
こ
と
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

長
続
き
の
す
る
や
り
方
を
工
夫
し
て
、
話
し
あ
い

の
結
果
や
家
族
団
ら
ん
の
楽
し
い
ふ
ん
囲
気
を
毎
日

の
生
活
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
門
家
族
み
ん
な
で
一
日
の
出
来
事
や
、
将
来
の
希
望

な
ど
を
語
り
あ
い
な
が
ら
、
共
に
喜
び
、
励
ま
し

あ
っ
て
、
お
互
に
理
解
と
信
頼
を
深
め
ま
し
ょ
う

0

0
今
日
の
出
来
事
や
日
ご
ろ
思
っ
て
い
る
こ
と
を

話
し
あ
、
っ

〈

V

テ
レ
ビ
や
本
を
読
ん
で
、
感
じ
た
こ
と
を
話
し

あ
う

A
V

祖
先
の
労
苦
や
将
来
の
計
画
な
ど
を
話
し
あ
う

〈

V

出
稼
ぎ
に
出
て
い
る
人
や
、
家
庭
を
離
れ
て
い

八
バ
ン
ド
リ
騒
動
〉

主
殿
様
も
知
藩
事
と
改
称
、
近
代
国
家
の

芽
生
え
と
な
っ
た
が
、
そ
の
十
月
十
七
日

か
ら
藩
改
期
の
最
後
を
飾
っ
た
と
は
語
弊

が
あ
る
が
、
前
記
塚
越
村
の
忠
次
郎
が
発

頭
人
と
な
っ
て
、
中
新
川
・
下
新
川
郡
一

帯
の
十
村
家
を
順
次
に
襲
っ
て
泊
町
に
い

た
り
、
反
転
し
て
入
善
町
の
西
端
青
木
村

で
十
一
月
三
日
忠
次
郎
が
逮
捕
さ
れ
る
ま

で
、
数
万
人
の
農
民
が
新
川
郡
一
帯
に
動

る
人
と
便
り
を
出
し
あ
う

口
家
族
み
ん
な
で
楽
し
む

み
ん
な
で
歌
い
、
み
ん
な
で
遊
ぶ
な
ど
、
楽
し
い

ふ
ん
囲
気
の
中
で
豊
か
な
情
操
を
養
い
、
家
族
の
融

和
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

A
V

家
族
そ
ろ
っ
て
夕
食
を
楽
し
む

A
V

家
族
そ
ろ
っ
て
野
外
に
出
か
け
自
然
に
親
し
む

14 

け
家
族
み
ん
な
で
力
を
出
し
あ
う

ひ
と
つ
の
仕
事
を
み
ん
な
が
力
を
あ
わ
せ
て
行
な

う
と
か
、
家
庭
内
の
こ
と
を
み
ん
な
で
分
担
す
る
な

ど
、
仕
事
を
通
じ
て
家
族
同
士
の
愛
、
協
同
の
気
持

ち
を
つ
ち
か
い
、
美
し
い
環
境
と
勤
労
を
尊
ぶ
気
風

を
つ
く
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

A
V

力
を
出
し
あ

っ
て
、
家
の
内
外
を
帰
除
す
る

〈

V

お
互
に
分
担
し
て
、
部
屋
を
飾
っ
た
り
、
花
だ

ん
な
ど
を
つ
く
る

〈

V

力
を
あ
わ
せ
て
、
日
曜
大
工
や
、
日
よ
け
、
雪

が
こ
い
な
ど
の
仕
事
を
す
る

φ
社
会
の
協
力

「
家
庭
の
日
」
は
、
各
家
庭
が
自
主
的
に
行
な
う
も

の
で
す
が
、
こ
れ
を
押
し
進
め
る
た
め
、
社
会
の
協

力
も
必
要
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
や
団
体
は
「
家
庭
の
日
」
を
大

き
な
県
民
運
動
と
し
て
も
り
あ
げ
る
た
め
、
そ
の
組

織
の
力
を
生
か
し
て
、
積
極
的
に
お
し
進
め
て
く
だ

支」い
。

「家
庭
の
日
」
に
は
、
公
的
な
行
事
を
さ
け
、
す
べ

て
の
県
民
が
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
一
日
を
す
ご
す

よ
う
に
す
る
。

「家
庭
の
日
」
は
地
域
ぐ
る
み
で
行
な
わ
れ
る
よ
う

業
務
に
よ
っ
て
休
日
を
「
家
庭
の
日
」
に
あ
わ
せ
た

り
、
閉
居
時
間
を
繰
り
あ
げ
る
な
ど
に
よ

っ
て
協
力

十:。
。揺

し
た
。

こ
の
年
は
全
国
的
に
一
撲
や
打

設
し
が
連
続
し
た
が
、
そ
の
原
因
は
御
一

新
後
も
藩
政
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
庶
民
に
お
よ
ば
な
か

っ
た
こ
と
に
対

す
る
不
満
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
と

に
越
中
の
場
合
は
こ
の
ほ
か
に
、
十
村
や

そ
の
手
代
の
年
貢
収
納
の
酷
烈
さ
に
対
す

る
農
民
の
不
満
が
爆
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
二
十
九
日
夜
か
ら
十
一
月
二
日
泊

町
に
到
る
三
日
間
に
、
打
鼓
し
た
り
焼
き

払
っ
た
か
ず
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

被

害

世

帯

五

O
世
帯

家

屋

取

設

し

三

六

軒

土

蔵

取

致

し

一

九

棟

納

屋

取

設

し

四

棟

戸

障

子

取

設

し

四

棟

家

屋

焼

き

払

い

八

軒

土

蔵

焼

き

払

い

一

一

棟

な
お
忠
次
郎
が
捕
わ
れ
、
金
沢
に
入
牢

中
の
口
上
書
は
、
顛
末
あ
ま
さ
ず
長
文
に

述
べ
ら
れ
「
越
中
史
料
」
に
所
載
さ
れ
る

が
、
以
っ
て
忠
次
郎
の
人
と
為
り
が
う
か

が
わ
れ
、
そ
の
人
傑
だ
っ
た
こ
と
わ
か
る
。

(
県
史
編
さ
ん
専
門
委
員
重
杉
俊
雄
)

《
備
考
》

こ
の
稿
に
つ
き
、
さ
き
に
「
越
中
史
料
」

に
登
載
な
い
が
と
あ
る
が
誤
記
。

「
富
山

県
の
歴
史
と
文
化
」
「
立
山
の
文
化
L

(

昭

和
四
十
八
年
発
行
)
分
に
も
詳
細
報
告
さ

れ
て
い
る
。
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物価と家計簿

統計でみた物価の動きこの4年・富山市

~ 総合 食料 住居 光熱 被服 雑賀 季品〈総節を合商除

昭和45年
100 100 100 100 100 100 100 
( 7.6) ( 8.1) ( 7.1) ( 4.0) (10.0) ( 6.3) (一 )

46 
106.3 106.6 105.7 103.5 109.9 105.0 106.81 
( 6.3) ( 6.6) ( 5.7) ( 3.5) ( 9.9) ( 5.0) ( 6.8) 

富山市

111.5 111.2 109.1 102.1 116.3 111.9 112.7 
47 

( 4.9) ( 4.3) ( 3.2) (61.4) ( 5.8) ( 6.6) ( 5.5) 

123.7 122.2 121.6 104.9 144.1 119.9 125.4 
48 

(10.9) ( 9.9) (11.5) ( 2.7) (23.9) ( 7.1) (11.3) 

昭和45年
100 100 100 100 100 100 100 
( 7.7) ( 9.0) ( 6.4) ( 1.8) ( 8.7) ( 6.6) ( 6.0) 

46 
106.1 106.0 104.8 103.7 109.0 105.9 106.4 
( 6.1) ( 6.0) ( 4.8) ( 3.7) ( 9.0) ( 5.9) ( 6.4) 

全 国

47 
110.9 110.1 109.1 105.3 115.0 111. 7 111.6 
( 4.5) ( 3.9) ( 4.1) ( 1.5) ( 5.5) ( 5.5) ( 4.9) 

48 
123.9 124.4 120.0 111.0 139.7 120.1 124.4 

(11.7) (13.0) (10.0) ( 5.4) (21.5) ( 7.5) (11.5) 

石
油
危
機
、
モ
ノ
不
足
と
日
増
し
に
イ

ン
フ
レ
心
理
が
広
が
り
困
惑
の
一
九
七
三

年
で
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
の
富
山
市
の
消
費
者
物

価
指
数
と
主
な
商
品
の
価
格
の
動
き
を
見

て
み
ま
し
ょ
、
っ
。

昭
和
四
十
五
年
を
「
一

O
O」
と
し
た

総
合
指
数
は
一
二
三
・
七
と
な
り
、
昭
和

四
十
七
年
の
一
一
一
・
五
に
比
べ
一

0
・

九
官
と
大
き
く
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
大
き
く
上
昇
し
た
の
は
、
昭
和
二

十
六
年
に
調
査
を
は
じ
め
て
以
来
最
高
の

数
値
を
示
し
て
い
た
昭
和
三
十
八
年
の
八

.
六
切
れ
を
二

・
三
ポ
イ
ン
ト
も
上
回
る
記

録
的
な
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
こ
の
記
録
的
な
上
昇
と
な
っ
た
も

の
の
内
訳
を
五
大
費
目
に
区
分
し
て
見
て

み
ま
し
ょ
、
っ
。

第
二
表
で
示
す
よ
う
に
、
上
昇
率
の
一

番
大
き
い
も
の
は
被
服
費
で
二
三
・
九
官

(
全
国
一
二

・
五
計
)
、
続
い
て
住
居
費
の

二

・
五
軒
(
全
国
一

0
・

or)と
大
幅

に
上
昇
し
た
ほ
か
、
食
料
費
が
九
・
九
州
h

(
全
国
一
三

・

or)、
雑
費
七
・

一仰れ

(
全
国
七

・
玉川
h
)
そ
し
て
光
熱
費
が
二

・

七
打
(
全
国
五

・
四
計
)
と
な
っ
て
お
り
各

費
目
と
も
前
年
の
上
昇
率
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
季
節
商
品
(
季
節
に
よ
っ
て

価
格
の
変
動
の
激
し
い
生
鮮
魚
介
、
野
菜
、

果
物
)
を
除
い
た
場
合
の
総
合
指
数
の
伸

び
は
一
一

・
一
二
計
(
全
国
一
一

・
五
軒
)
と

な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
、
年
聞
を
通
じ
て
富
山
市
の
消
費

者
物
価
指
数
の
動
き
を
ま
と
め
て
み
ま
し

富 山市・全国昭和48年消費者物価指数及び対前年上昇率第 2表ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
箱
当
り
四
六
三
円
と

安
定
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
明
け

の
一
月
に
な
っ
て
一
挙
に
五
八
八
円
と
二

七
軒
も
値
上
が
り
し
、
品
不
足
の
影
響
が

価
格
に
も
深
刻
に
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

通
産
省
で
は
、
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
、
前

年
の
実
績
よ
り
三

o
r多
く
生
産
す
る
よ

う
に
要
請
す
る
と
と
も
に
、
生
産
に
必
要

な
原
材
料
や
電
力
を
優
先
的
に
供
給
す
る

よ
う
指
示
し
、
品
不
足
が
解
消
す
る
と
と

も
に
価
格
も
落
ち
着
き
を
と
り
も
ど
す
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

日口開 目 単位
47年12月の 48年12月の l年聞の率

1面 格 1面 格 (%) 

食 ノマ ン 1キロ 196 238 21.4 

即席ラーメン l袋 28 35 25.0 

あ じ 100グラム 69 62 /:::;. 10.1 

さ !! 100グラム 18 30 66.7 

し、 台、 100グラム 44 75 70.5 

牛 肉(中) 100グラム 173 245 41.6 

豚 肉(中) 100グラム 120 120 。

ノ、 ム(上) 100グラム 118 138 16.9 

キャベツ 1キロ 35 58 65.7 

ほうれん草 1キロ 113 243 115.0 

大 キ艮 1キロ 26 59 126.9 

大 豆 100グラム 17 26 52.9 

しょ う油 2リットル 270 370 37.0 

み そ 1キロ 155 193 24.5 

砂 糖 1キロ 143 238 66.4 

レ モ ン 1キロ 385 303 ム 21.3

ノ〈 ナ ナ 1キロ 98 99 1.0 

ち 紙 800牧: 94 308 

せんたく用洗剤 I箱 463 465 。

ベニヤ板 I枚 305 525 72.1 

灯 t由 18リットル 345 445 29.0 

プロパンガ7. 10キロ 800 1，225 53.1 

ガソリン 1リット jレ 60 93 55.0 

理 髪 料 1回 800 1，038 29.8 

パーマネント代 1回 1，800 2，250 25.0 

た。
今
度
は
、
そ
の
指
数
の
中
か
ら
今
回
品

不
足
等
で
問
題
と
な
っ
た
主
な
品
目
の
価

格
が
ど
の
よ
う
な
動
き
を
示
し
た
か
、
昭

和
四
十
九
年
に
入
っ
て
か
ら
の
動
向
と
も

合
わ
せ
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

『し
よ
う
油
(
漫
口
、
上
、
ニ

μ
入
り
、
キ
ッ

コ
ー
マ
ン
印
)
』

昭
和
四
十
八
年
の
三
月
ま
で
二
七
O
円

で
あ
っ
た
も
の
が
四
月
に
五
O
円
高
の
三

二
O
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
九
月
ま

で
あ
ま
り
動
き
が
な
く
、
十
月
か
ら
は
五

O
円
高
の
三
七
O
円
の
ま
ま
続
い
て
お
り

ま
す
。
し
よ
う
油
は
、
他
の
品
物
と
違
っ
て
、

実
際
に
は
全
国
的
に
順
調
に
生
産
さ
れ
て

お
り
、
在
庫
の
面
で
も
十
分
あ
り
ま
す
の

で
品
不
足
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
後
県
外
大
手
メ
ー
カ
ー
の
も

(47年と 48年の比較)主な品目の価格の動き第 1表

『
灯
油
(
自
灯
油
、
詰
替
売
り
、
配
達
、

八

μ
入
り
)
』

昭
和
四
十
八
年
一
月
か
ら
九
月
ま
で
三

八
五
円
と
安
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
十
月

か
ら
は
毎
月
二

O
円
余
り
の
値
上
が
り
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
需
要
期
に
入
っ
た

こ
と
に
加
え
石
油
不
足
の
シ
ョ
ッ
ク
が
影

響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
間
、
約

十
六
軒
も
値
上
が
り
し
ま
し
た
。
な
お
、

一
月
は
四
五
三
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
月
十
八
日
政
府
は
、
生
活
安
定
法
に

基
づ
き
灯
油
の
標
準
価
格
を
定
め
、
価
格

品目 銘 柄 単位 価格 i1ら2fa+みF1611ヰカた) ' ・ 品目 銘 柄 単位 価格 J1ら2f-』み91司61時ヵた) 、t 

あ じまあじ、丸 100g 旦 腐木綿ごし 100g 17 I 21.4 

さ ば丸(25cm-35cm ) 1/ 29ム 3.3泊掲げ 薄揚げ 1/ 96 7.9 

かするめいか 1/ 納 豆糸ひき納豆 1/ 35 。

煮干し かたくちいわし上 1/ 70 I 14.8 こんJこゃく 板こんにゃく 1/ 23 。

牛 肉中 1/ 245 。 しょう j自j農口、上(2~入) l本 370 。

豚 肉中 1/ 120 。み そ並、米みそ 1 kg 232 

鶏 肉ブロイラ一、腿肉 1/ 103 。 砂 糖上、白 1/ 249 4.6 

ノ、 ムプレスハム(上級) 1/ 138 。 食用 j自天ぷら油(450g ) l本 115 5.5 

ソーセージ ウインナーソーセージ 1/ 83ム 5.7ソース 中濃ソース (360~入) 1/ 183 。

牛 乳ぴん詰(2∞c.c) l本 391 25.8 板 材 (ラlワ4cmンX材21、OcmたなX)板8加 ) l枚 440 6.0 

ノ〈ター 上、 225g入 l箱 215 。 ベニヤ板 J(A18S2c、m2×鎖9lc、ラmXワ2ン7材cm) 1/ 625 。

鶏 卵 l個約60g 1 kg 323 ム 4.7灯 泊 3白吉灯答売油り、 配達 18 ~ 453 1.8 

ね ぎ 1/ 115 ム 3.4 プロパン
家庭用(10kg) l本 1，240 1.2 

ガス

大 根 1/ 731 23.7 理髪料 大人調髪(洗髪含む) l回 1，150 10.8 

にんじん 1/ 125 ム 3.8ノマーー・7
コールド(セットを含む) 1/ 2，500 11.1 

ネント代

ごぽつ 1/ 188 15.3 ガソリン 現金売り 1 ~ 93 。

玉ねぎ 業玉ねぎを除〈 1/ 146 5.8 ;主 生鮮食料品は上・中下旬の平均価格、その他は
中旬の価格です。ム印はマイナスを示します。

の
の
輸
送
の
面
と
空
ビ
ン
の
回
収
の
点
で

多
少
一
本
当
り
の
値
段
に
影
響
し
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

県
内
メ
ー
カ
ー
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

輸
送
等
の
心
配
が
な
い
の
で
値
上
が
り
が

な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

『砂
糖
(
上
白
、
一
話
袋
入
り
)
』

昭
和
四
十
八
年
の
十
月
ま
で
は
、
価
格

の
変
動
も
な
く
順
調
な
足
ど
り
で
し
た
が
、

十
一
月
に
な
っ
て
、
キ
ロ
当
り
価
格
が
一
挙

に
四
二
円
高
と
な
り
ま
し
た
。
十
二
月
に

入
っ
て
も
さ
ら
に
こ
れ
を
上
回
る
四
三
円

高
と
、
二
か
月
続
い
て
四
O
円
台
の
値
上

が
り
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
県
で
は
、
県
内
砂
糖
却
売
業
者

に
対
し
て
、
価
格
の
引
き
下
げ
を
要
請
、

一
方
国
で
は
、
投
機
防
止
法
で
取
締
ま
る

と
と
も
に
生
産
の
面
や
出
荷
の
面
で
も
関

( )内の数字は対前年上昇率を示す。 (ー)は、比較なし

安
定
の
歯
止
め
と
し
、
こ
れ
を
受
け
て
県

の
生
活
安
定
本
部
で
は
、
市
町
村
の
協
力

を
得
て
標
準
価
格
を
超
え
る
価
格
で
販
売

し
て
い
る
庖
に
は
価
格
の
引
色
下
げ
を
要

請
す
る
と
と
も
に
、
販
売
屈
の
立
入
調
査

や
そ
の
他
、
価
格
の
監
視
等
を
行
な
っ
た

結
果
、
価
格
は
日
増
し
に
安
定
に
向
か
い

宇
品
p
しれ~。

『プ
ロ
パ
ン
(
家
庭
用
、
一

O
詰
入
り
)
』

家
庭
用
プ
ロ
パ
ン
は
、
昭
和
四
十
八
年

一
月
か
ら
十
月
ま
で
八
五
O
円
で
あ
っ
た

、王

富山市の品目別価格(1月)第 3表

係
機
関
へ
の
要
請
処
置
を
と
り
、
価
格
の

引
き
下
げ
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

『ち
り
紙
(
自
ち
り
三
号
、
ク
レ
ー
プ
付
き

八
O
O枚
束
の
も
の
)
』

昭
和
四
十
八
年
秋
ご
ろ
ま
で
ほ
と
ん
ど

値
動
き
の
な
か
っ
た
ち
り
紙
が
、
九
月
一

七
円
、
十
月
六
三
円
、
十
一
月
四
七
円

そ
し
て
十
二
月
は
八
七
円
高
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
一
月
に
入
っ
て
い
わ
ゆ
る
生

活
安
定
法
に
基
づ
く
標
準
価
格
が
ス
タ
!

と
す
る
な
ど
の
処
置
で
一
月
は
一
八
円
高

に
納
ま
り
ま
し
た
。

『せ
ん
た
く
用
洗
剤
(
合
成
洗
剤
、
粒
状
箱

入
り
、
二
六
五
話
入
り
)
』

昭
和
四
十
九
年
秋
ご
ろ
か
ら
、
全
国
各

地
で
品
不
足
の
た
め
パ
ニ
ッ
ク
状
態
と
な

り
、
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
富
山
市
の
場

合
、
昭
和
四
十
八
年
中
は
価
格
の
動
き
は

16 

%欄のム印はマイ ナス を示しています。〉王

も
の
が
、
石
油
削
減
と
原
料
高
を
理
由
に
、

十
一
月
一
、
一
五

O
円
、
十
二
月
一
、
二
二

五
円
と
順
次
値
上
が
り
し
、
一
時
は
一
本

当
り
の
価
格
で
一
挙
に
三
O
O
円
も
値
上

が
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
法
律
の
強
力

な
規
制
等
に
よ
り
、
一
月
は
一
五
円
高
の

一
、
二
四
O
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

.

な
お
、
県
の
生
活
安
定
本
部
で
も
、
必

要
量
の
確
保
と
価
格
の
抑
制
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。

qフ



木
材
資
源
が
今
後
不
足
し
て
く
る
事
態
も

考
え
ら
れ
る
昨
今
、
い
ま
ま
で
利
用
価
値
の

低
い
も
の
と
し
て
み
ら
れ
て
い
た
間
伐
材
の

新
し
い
利
用
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

県
の
木
材
試
験
場
で
昭
和
四
十
七
年
度
か

ら
間
伐
小
径
木
(
直
径
一

O
で
か
ら
二

OHJ)

の
材
質
試
験
と
加
工
試
験
を
行
な
っ
た
結
果
、

一
般
の
建
築
用
の
材
料
と
し
て
利
用
で
き
る

方
法
を
見
い
出
し
ま
し
た
。

長
野
県
産
の
カ
ラ
マ
ツ
間
伐
材
に
つ
い
て

の
実
物
測
定
で
、
強
度
や
曲
げ
の
強
さ
な
ど

か
ら
素
材
の
ま
ま
で
は
到
底
一
般
建
材
と
し

て
使
用
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

入
学
シ
ー
ズ
ン
も
間
近
に
な
り
ま
し
た
。
デ

パ
ー
ト
や
家
具
屈
な
ど
で
新
学
用
品
セ
ー
ル
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
の
不
足
ム
ー
ド
や

物
価
高
は
学
用
品
に
も
お
よ
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
胸
ふ
く
ら
ま
せ
る
子
ど
も
た
ち
と
は
う
ら

は
ら
に
、
昨
年
よ
り
全
般
的
に
二
i
四
割
も
値

上
が
り
し
て
い
る
と
あ
っ
て
、
学
用
品
選
び
も

親
に
と
っ
て
は
頭
の
痛
い
は
な
し
で
す
。

し
か
し
、
こ
ん
な
と
き
こ
そ
子
ど
も
た
ち
の

学
習
意
欲
の
わ
く
も
の
、
使
い
や
す
い
も
の
を

選
ん
で
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〔
学
習
机
・
椅
子
〕

入
学
用
品
の
中
で
机
は
一
番
の
大
型
商
品
に

な
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
慎
重
に
選
ば

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

種
類
は
木
製
と
ス
チ
ー
ル
製
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
昨
年
ま
で
圧
倒
的
だ
っ
た
ス
チ
ー
ル
机

に
か
わ
っ
て
、
や
は
り
木
製
の
も
の
の
方
が
落

ち
つ
く
と
い
う
声
も
あ
っ
て
、
ま
た
木
製
の
も

の
が
す
こ
し
ず
つ
出
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

た
。こ

れ
ら
間
伐
材
は
、
節
が
多
く
、
未
成
熟

な
う
ち
に
伐
採
す
る
た
め
強
度
も
低
く
、
加

工
面
で
も
乾
燥
す
る
と
ね
じ
れ
、
狂
い
が
生

じ
や
す
い
、
カ
ン
ナ
の
乗
り
方
が
悪
い
な
ど

の
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
い
ま
ま
で
、
こ
の
用
途
は
チ
ッ

プ
(
パ
ル
プ
用
原
料
)
、
足
場
丸
太
、
電
柱
、

土
木
仮
設
材
な
ど
付
加
価
値
の
低
い
形
で
し

か
利
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

一方、

全
国
の
半
分
を
占
め
る
北
海
道
産

の
カ
ラ
マ
ツ
間
伐
材
の
う
ち
、
民
有
林
の
伐

採
量
は
昭
和
四
十
六
年
ま
で
は
五
万
か
ら
九

万
川
で
し
た
が
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
一
四

万
凶
、
昭
和
四
十
八
年
二
四
万
六
、

0
0
0
凶

昭
和
五
十
年
四

O
万
七
、

0
0
0
.町
、
昭
和
六

十
年
に
は
九
三
万
二
、

0
0
0
.町
と
推
定
き

れ
ま
す
。
適
当
な
加
工
法
を
み
つ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
極
め
て
有
効
な
資
源
と
な
り
ま

す
。そ

こ
で
こ
れ
ら
の
低
級
な
間
伐
小
径
木
を

ラ
ミ
ナ
と
呼
ば
れ
る
厚
さ
約
二

0
ミリ
の
板
に

製
材
し
、
乾
燥
し
た
の
ち
、
節
な
ど
の
欠
点

を
と
り
除
き
、
特
殊
な
接
着
材
を
用
い
て
五

枚
ず
つ
積
層
接
着
し
て
、
柱
や
梁
に
仕
上
げ

中
小
1

し
h
~

。

長
野
県
の
カ
ラ
マ
ツ
材
の
み
を
積
層
し
た

柱
で
は
、
素
材
の
約
一
・
五
倍
の
強
き
に
な

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
長
野
県
産
カ
ラ

マ
ツ
と
ソ
連
産
カ
ラ
マ
ツ
を
特
殊
な
構
成
で

シ
ン
プ
ル
な
平
机
を

木
製
、
ス
チ
ー
ル
製
い
ず
れ
に
し
て
も
時
計
、

温
湿
度
計
か
ら
け
い
光
灯
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
鉛

筆
削
り
器
な
ど
の
装
飾
品
を
と
り
つ
け
た
デ
ラ

ッ
ク
ス
品
が
あ
い
か
わ
ら
ず
幅
を
き
か
せ
て
い

ま
す
。し

か
し
、
机
の
デ
ラ

ッ
ク
ス
化
は
家
計
簿
に

大
き
く
響
く
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

が
付
属
品
ば
か
り
気
を
と
ら
れ
、
落
ち
つ
い
て

勉
強
で
き
な
い
と
か
、
創
造
力
が
低
下
す
る
心

配
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
め
ず
ら
し
が

っ
て
い
じ
る
こ
と
も
あ

っ
て
付
属
品
の
中
に
は
案
外
は
や
く
こ
わ
れ
て

し
ま
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
故
障
し
た
り
、
こ

わ
れ
て
し
ま
っ
て
も
取
り
か
え
で
き
な
く
て
は

こ
ま
り
ま
す
。

照
明
が
固
定
さ
れ
て
し
ま
、
つ
の
も
好
ま
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
窓
か
ら
自
然
光
線
が
と
れ
る
の

に
け
い
光
灯
を
使
用
す
る
必
要
は
な
い
わ
け
で

す
。素

朴
で
備
品
の
少
な
い
も
の
の
方
が
成
長
に

積
層
し
た
柱
は
、
素
材
の
強
き
の
二
倍
に
達

し
、
一
般
建
築
材
と
し
て
充
分
使
用
で
き
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
こ
の
手
法
を
県
内
産
の
ス
ギ
間
伐

材
に
も
適
用
し
て
鋭
意
研
究
を
つ
づ
け
て
い

ま
す
。
本
県
民
有
林
の
ス
ギ
間
伐
材
の
年
間

伐
採
可
能
量
は
、
約
一

O
万
凶
で
、
製
材
の

歩
留
り
を
五

O
れ
と
し
て
五
万
凶
の
製
材
品

が
得
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
木
材
で
木
造
住
宅
(
一

O
O
M
)

を
建
て
る
と
約
三
、

0
0
0戸
分
に
な
り
ま

す
。
価
格
面
で
も
、
い
ま
ま
で
の
主
伐
木
を

原
料
と
し
た
集
成
柱
の
六
割
か
ら
七
割
程
度

で
製
造
が
で
き
る
の
で
期
待
さ
れ
ま
す
。

間
伐
と
は

抜
切
り
、
間
引
き
と
も
い
い
、
森
林
で
樹

木
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
一
本

一
本
の
樹
木

の
間
の
せ
り
あ
い
が
激
し
く
な
り
、
個
々
の

木
の
肥
大
成
長
が
落
ち
る
だ
け
で
な
く
、
個

体
聞
に
優
劣
を
生
じ
、
劣
勢
な
も
の
は
枯
れ

県産スギ間伐木複合集成材

と各種素材の強度の比較

川

山

由

JAS針葉樹

A類基準

r-I 
JAS針葉樹

B類基準

関
瞬
間
問
削
除
…
難
民
榔
鵬
鑑

E

F

E

F

E

F

 

ーーー索

曲げ強さ

( kg/ cm') 

600 

500 

700 

応
じ
て
必
要
な
も
の
を
取
り
つ
け
て
ゆ
け
る
の

で
、
あ
き
も
こ
な
い
し
、
長
く
使
え
ま
す
。

机
の
高
さ
に
注
意

高
き
が
一
番
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。
高
す
ぎ
る

と
書
く
と
き
ひ
じ
が
上
が
り
す
ぎ
て
疲
れ
ま
す

し
、
読
む
と
き
は
目
の
位
置
が
近
す
ぎ
て
近
視

に
な
り
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

十

一

は

の

は

さ

1
3

き

で

m

き

高

×

高

ま

1

高
の

高

)

の
も
一

の
す
座

m
子

も

さ

机
い

(

1

椅

下

高

*

*

 

子
ど
も
の
机
や
椅
子
は
高
き
が
調
節
で
き
る

H

伸
長
式
。
の
も
の
が
便
利
で
す
が
、
と
め
金
具

が
し
っ
か
り
し
て
い
て
よ
く
固
定
し
て
い
る
も

の
を
選
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

{
ラ
ン
ド
セ
ル
〕

皮
革
製
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
場
合
は
六
年
間
無

料
修
理
の
保
証
書
を
つ
け
て
い
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
か
と
い

っ
て
あ
ま
り
立
派
な
大

て
い
く
の
で
、
せ
り
あ
い
を
や
わ
ら
げ
て
残

っ
た
木
を
健
全
に
育
て
る
た
め
に
樹
木
の
一

部
を
切
り
、
残
っ
た
木
に
陽
光
と
空
間
を
与

え
る
と
と
も
に
劣
勢
な
木
や
欠
点
の
あ
る
木
、

有
害
な
木
を
切
る
作
業
で
す
。

間
伐
の
程
度
と
く
り
返
し
は
生
産
の
目
標

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
そ
の
調
節
に
よ

っ
て
生
産
物
の
質
を
あ
る
程
度
支
配
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

わ
が
国
の
森
林
で
、
戦
後
植
え
ら
れ
た
分

が
、
昭
和
四
十
七
年
ご
ろ
か
ら
間
伐
期
に
達

し
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
は
各
地
か
ら
、
カ
ラ
マ

ツ
は
北
海
道
、
長
野
、
東
北
の
各
造
林
地
か

ら
年
ご
と
に
出
材
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

日
本
全
国
の
木
材
需
要
量
は
、
約
一
億
凶
、

そ
の
六

o
rは
外
国
材
で
補
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
伐
材
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
は
、

国
内
木
材
の
有
効
供
給
に
つ
な
が
り
、
健
全

な
森
林
育
成
に
必
要
な
作
業
も
円
滑
に
行
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

18 

__L_l_ 

ス
ギ
間
伐
木
(
推
定
)
一

ソ

連

カ

ラ

マ

ツ

と

材

ス
ギ
間
伐
木
(
推
定
)
成

間
伐
木

4

国

産

カ

ラ

マ

ツ

-

ス

ギ

間

伐

木

-

間

伐

木

中

国
産
カ
ラ
マ
ツ

4
4

立
山
ス
ギ

・

開
院
院
際
協
隊
mm

…一…一…一間……一ソ
連
カ
ラ
マ
ツ

400 

100 

。

300 

200 

き
な
も
の
を
買
う
の
は
考
え
も
の
で
す
。
ラ
ン

ド
セ
ル
が
歩
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
は
行
動

が
鈍
く
な
る
た
め
危
険
で
す
。
小
学
校
に
よ
っ

て
は
小
さ
く
て
軽
い
も
の
を
指
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
最
近
の
子
ど
も
は
成
長
が
は
や
い
の
で
、

最
初
は
大
き
す
ぎ
る
く
ら
い
の
も
の
を
買
っ
た

つ
も
り
で
も
、
三
年
く
ら
い
で
体
位
に
合
わ
な

く
な
っ
て
き
た
り
し
ま
す
。
高
価
で
大
き
な
も

の
を
買
う
よ
り
、
三
年
く
ら
い
使
う
つ
も
り
で

小
型
の
軽
い
も
の
を
選
ん
だ
方
が
子
ど
も
の
た

め
に
よ
い
で
し
ょ
う
。

〔
鉛
筆
・
鉛
筆
削
り
器
〕

最
近
の
鉛
筆
は
一
本
百
円
す
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
一
本
三
十
円
か
ら
五
十
円
く
ら
い
ま

で
の
も
の
で
十
分
で
す
。
硬
度
は
田
1
2
く
ら

い
の
軟
ら
か
め
の
も
の
が
適
当
で
す
。

鉛
筆
削
り
器
に
は
手
動
式
の
も
の
と
電
動
式

の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
手
動
式
の
も
の
で
十

分
で
す
。

以
上
個
々
の
商
品
に
つ
い
て
見
て
き
ま
し
た

が
、
小
さ
な
子
ど
も
に
あ
ま
り
デ
ラ

ッ
ク
ス
な

も
の
を
、
な
ん
で
も
そ
ろ
え
て
や
る
と
い
う
の

は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
ど
う
し
て
も

め
ず
ら
し
い
付
属
品
の
つ
い
て
い
る
も
の
、
マ

ン
ガ
な
ど
の
書
い
て
あ
る
も
の
を
は
し
が
り
ま

す
が
、
机
な
ら
家
庭
内
で
利
用
で
き
る
も
の
が

あ
れ
ば
使
わ
せ
た
り
し
て
、
成
長
に
と
も
な
っ

て
必
要
な
も
の
を
そ
ろ
え
て
ゆ
く
く
ら
い
に
し

た
方
が
よ
い
の
で
す
。
新
し
く
求
め
る
に
し
て

も
実
用
性
を
十
分
に
考
え
て
選
ん
で
や
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
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1 月 1 日~ 1 月31 日.県政のうごき

4月28日.中国青年団富山へ

訪日中の中国青年代表団のうち11人が富山県を訪れ

た。

富山県庁で知事代理の竹島出納長、高平県議会議長

の歓迎のあいさつをうけたあと、東洋紡呉羽工場を見

学、午後から「中国青年代表団友好の集い」に出席し

た。

q月24日・県民大学校基本構想

県生涯教育推進協議会は、県民大学校を建設中の県

教育文化センター内に開校する基本構想をまとめた。

4月14日.南米へ花嫁移住

アルゼンチンのプエノスアイレスへ花嫁移住する東

砺波郡平村上梨の沼前道恵さんの壮行会が、県庁知事

応接室で行なわれた。

4月5日.日曜ごとに歩行者天国

県警察本部は、 4月から歩行者天国を毎日曜日に行

ない、交通事故死大幅減を目ざすことにした。

4月25日.県体スキー競技大会4月10日.消費者ダイヤル設置

2年後に「おおやま国体」を控え、第26回富山県民

体育大会スキー競技会は 山田村牛岳スキー場で27日ま

で聞かれた。

全国文化財防火デーとして国の重要文化財を守る運

動が展開された。

県内でも指定文化財のある 19カ所で防火訓練、防火

査察が行なわれた。

4月26日.文化財防火デー

4月18日.生活安定緊急対策本部設置

県は、中田知事を本部長とする県民生活安定緊急対

策本部を設けた。

これは、国民生活安定緊急対策措置法、生活関連物

資等の買い占めと売り惜しみに対する緊急措置に関す

る法律の県委任事務の推進と生活必需物資の需給調整

価格の安定に力をあげようというもの。

モノ不足や物価高に対し、正確な物価情報を電話で

流しその日の買い物の目安にしてもらおうと、消費者

ダイヤル、テレフォンサービスを県が富山市の県民会

館内、消費生活センター内に設置した。

番号は 0764・41・0999(ヨイ ・オ・ク・サ ・ン)

県庁へ訪問した中国青年団

4月31日.採血車しろはと2号始動

20 

献血運動に機動力をつけようと、赤十字血液センタ

ーが購入した移動採血車“しろはと 2号"が県庁で初

仕事。 さっそく中田知事が献血第 1号として 200c.cを

献血した。

知事の献血

4月24日.農林水産物資班も出動

県民生活安定緊急対策本部の農林水産物資班は31日

まで、九つの市を中心に小売屈の大豆、大豆油、しょ

うゆ、砂糖など農林水産物資の価格動向、出回り状況

を調査した。

q月21日.商工物資班くりだす

県民生活安定緊急対策本部、商工物資庇の調査員が

富山、高岡市内に出動。品不足と高値に、いま県民が

困っている灯油、 LPカボス、洗剤などの価格や在庫、

仕入状況をチェ ックした。

q月14日.おおやま国体にきまる

昭和51年 2月、大山町極楽坂スキー場で聞かれる第

31回冬季国体スキー競技会は冬季国体第 2回準備委員

会ての「おおやま国体」と名づけることにした。
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設置された消費者ダイヤル
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